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JSAFからのメッセージ

　

セ
ー
リ
ン
グ
は
自
然
、
技
術
、
ル
ー
ル
を
駆
使
し
て
、
人
と
し
て
の
総

合
力
を
発
揮
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。　

　

国
際
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
（W

orld Sailing

）
は
セ
ー
リ
ン
グ
の
特
徴
を

次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
然
の
力
を
利
用
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

技
術
は
す
べ
て
を
可
能
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

環
境
に
責
任
を
と
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（W

orld Sailing

）

　

Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
は
セ
ー
リ
ン
グ
の
普
及
・
振
興
・
発
展
の
た
め
に
、
今
年
か

ら
毎
年
日
本
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
セ
ー
リ
ン
グ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
や
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
の
活
動
を
契
機
に
、
本

年
を
セ
ー
リ
ン
グ
の
よ
り
一
層
の
振
興
、
発
展
を
図
る
飛
躍
の
年
と
位
置

づ
け
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
各
セ
ー
ラ
ー
の
活
動
、
ス
キ
ル
を

向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
セ
ー
リ
ン
グ
界
の
裾
野
を
広
げ
、
安
全
で
快
適

な
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
セ
ー
リ
ン
グ
を
発
展
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
に
所
属
し
な
い
一
般
の
セ
ー
リ
ン
グ
愛

好
家
や
セ
ー
リ
ン
グ
界
以
外
の
方
々
に
も
広
く
セ
ー
リ
ン
グ
及
び
日
本
セ

ー
リ
ン
グ
連
盟
の
活
動
に
つ
い
て
普
及
、
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
セ
ー
リ

ン
グ
及
び
日
本
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
を
応
援
し
て
い
た
だ
く
企
業
・
団
体
を

募
り
ま
す
。

1 
セ
ー
リ
ン
グ
・
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
振
興
と
安
全
確
保

■
セ
ー
リ
ン
グ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
蒲
郡
大
会
、
Ｒ
Ｓ
：
Ｘ
世
界
選
手
権
、
４
７
０
ジ
ュ
ニ
ア

世
界
選
手
権
、
テ
ー
ザ
ー
級
世
界
選
手
権
な
ど
日
本
で
開
催
さ
れ
る
国
際
大
会
の
成
功
。
ア

メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
、
ユ
ー
ス
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
の
応
援

■
小
笠
原
レ
ー
ス
、
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
、
パ
ー
ル
レ
ー
ス
な
ど
国
内
の
外
洋
レ
ー
ス
、
大
型

艇
レ
ー
ス
の
一
層
の
活
性
化

■
障
害
者
セ
ー
リ
ン
グ
の
発
展
振
興
。
セ
ー
リ
ン
グ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
種
目
の
成
功
、
２
０
１
８
年
ハ
ン
ザ
ク
ラ
ス
世
界
選
手
権
、
２
０
２
０
年
障
害
者
世
界
選

手
権
に
向
け
て
準
備

■
ル
ー
ル
の
改
正
の
周
知
。
特
に
コ
ー
チ
、マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、保
護
者
等
の
「
支
援
者
」
の
ル
ー

ル
化
の
周
知

■
小
型
船
舶
で
の
同
乗
者
の
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
義
務
化
に
伴
う
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
の
着
用
推
進
と
コ
ー
チ
ボ
ー
ト
等
の
関
係
船
舶
の
安
全
管
理
の
徹
底

2 
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
向
け
て

■
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ
ー
ス
運
営
担
当
者
の
人
材
確
保
と
育
成

■
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
国
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
メ
ダ
ル
獲
得
に
向
け
た
選
手
強
化

■
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
海
域
等
で
の
各
種
規
制
へ
の
対
応
を
進
め
る

3 

普
及
啓
発
し
、
セ
ー
リ
ン
グ
界
の
裾
野
を
広
げ
る

■
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
会
員
増
強
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
策
を
と
る
。
特
に
非
会
員
で
あ
る
セ
ー
リ

ン
グ
愛
好
家
へ
向
け
て
ウ
ェ
ブ
そ
の
他
の
方
法
で
の
対
話
を
通
じ
た
啓
蒙
活
動
を
通
し
て
、

会
員
の
増
強
に
つ
な
げ
る

■
普
及
啓
発
の
た
め
女
性
セ
ー
ラ
ー
参
画
、
海
と
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
、
環
境
コ
ン
テ

ス
ト
な
ど
の
推
進

■
ボ
ー
ト
シ
ョ
ー
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
セ
ー
リ
ン
グ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

セ
ー
リ
ン
グ
界
の
外
の
フ
ァ
ン
を
開
拓
す
る

4 

セ
ー
リ
ン
グ
界
を
支
え
る
連
盟
組
織
の
強
化

■
公
益
財
団
法
人
と
し
て
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保
、
財
政
基

盤
の
強
化
等

■
会
員･

加
盟
団
体
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
量
的
向
上
、
会
員
証
の
全
面
電
子
化

■
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
さ
ら
な
る
充
実

■
セ
ー
リ
ン
グ
の
普
及
発
展
に
関
し
て
各
委
員
会
活
動
の
活
性
化
に
取
り
組
む
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　平成 26 年度 JSAF 会員管理新システム稼働の開始から２年
が経過し、電子会員証閲覧の条件である会員メールアドレス登
録数が増加し、大半の会員が電子会員証の利用が可能な状況と
なっています。
　また、新システム稼動に合わせて開始した JSAF 年会費の
決済代行方式（オンライン決済）は、４つの決済方法（クレジッ
トカード、コンビニ決済、インターネットバンク、ウェブ口座
振替）を提供しており、利用者が年々増加しています。
　この４つの決裁方法のうち、クレジットカードとコンビニ決
済がご利用者の大半を占めています。その理由には次の 2 点が
考えられます。

クレジットカード決済
　カード所有者が会員サイトからクレジット決済を行うこと
で、瞬時に電子会員証を表示できるため、即時性と利便性が非
常に高い方法であり、会員証提示が必要なレース直前でも、ク
レジットカード決済を行うことで即時に大会本部へ会員証を提
示することが可能となること。

コンビニ支払い
　クレジットカードや銀行口座所有の有無にかかわらず、ジュ
ニア、中学生、高校生セーラーの保護者の方、さらには学校の
指導者等の団体代表者による複数会員の会費をまとめて払える
機能があること。
　
　この結果、会員並びに関係者の利便性の向上が図れていると
のご意見を多数いただいています。
　ついては、平成 29 年度 JSAF カード会員証の発行及び
JSAF 年会費支払い方式について、下記の通りといたしますの
で、ご対応いただけますようお願いいたします。
　なお、本件については、すでに平成 28 年 12 月５日から
JSAF 加盟団体ご担当者へ文書で通知し、また JSAF のホー
ムページで会員各位へも告知していますが、年度更新の時期に
あたり改めてお知らせとお願いをするものです。

平成 29 年度 JSAF カード会員証について
（１）平成 29 年度以降のカード式会員証は廃止します。
（２）電子会員証の利用環境がない等の理由で、印刷された会
員証の発行を希望する会員には、現行の電子会員証の PDF 化
により加盟団体で印刷・配布が可能となるよう会員管理システ
ムの機能を改善しましたので、各加盟団体でご対応ください。

（３）電子会員証の PDF ダウンロード化、発行方式の変更は、
平成28年12月21日から開始していますので、ご活用ください。

平成 29 年度 JSAF 年会費支払い方式について
（１）JSAF 年会費納付方法を、決済代行方式（クレジットカー
ド、コンビニ決済、ネットバンキング、口座振替）へ全面移行
します。

（２）なお、決済代行方式のうち、ウェブ口座振替サービスに
ついては、新規申し込みから会費徴収まで最長２カ月間かかり
ます。新規申し込みの方はその期間を考慮の上、ウェブ口座振
替サービスをご利用ください。すでにウェブ口座振替サービス
で平成 28 年度会費を支払い済みの方に対しては、２月 27 日
に平成 29 年度年会費のウェブ口座振替を自動で実施できるよ
うシステム改善をいたします。

JSAF 加盟団体・特別加盟団体ご担当者様へのお願い
（１）決済代行方式を利用すると、JSAF 年会費支払いの簡素
化とともに、パソコン、スマホでの決済処理時点で即時に電子
会員証の表示が可能となり、会員の皆さんの利便性が向上しま
す（従来方式では JSAF 本部での入金確認後でないと電子会
員証の表示がされません）。

（２）決済代行方式へ移行すると、カード会員証の廃止による
カード作成、発送コスト、JSAF 本部・加盟団体における発送
業務の低減効果と併せて、貴団体ご担当者の JSAF・加盟団体
独自年会費徴収、JSAF への入金業務の軽減が図れます。

（３）JSAF 加盟団体・特別加盟団体に所属する JSAF 会員の
皆さんが決裁代行方式を選択しても、JSAF から加盟・特別加
盟団体への還付金は引き続き還付されます。会員の利便性向上、
加盟団体担当者・JSAF 本部の業務効率向上の観点から、すで
に独自の口座引き落としを実施されている加盟団体を除き、決
済代行方式への移行について特段のご配慮をお願いします。

（４）電子会員証の PDF ダウンロード化、発行方式の変更は、
平成 28 年 12 月 21 日から開始していますので、団体固有の会
員証裏面への印刷等にご活用ください。具体的利用方法につい
ては、団体システムご担当者より JSAF 事務局へお問い合わ
せをお願いいたします。

（５）JSAF 会員のメールアドレスの登録については、継続会
員においてはまだ行われていないケースが見受けられます。
JSAF 本部から会員に対して JSAF ホームページで登録促進
を依頼しますが、各団体に所属する JSAF 会員各位に対して
メールアドレスの登録要請を継続してお願いいたします。

（６）決済代行を利用する場合には、会員管理システム上、
JSAF 年会費・加盟団体独自年会費支払い額の設定が必要とな
ります。移行される団体は団体徴収額、還付金返金口座等の情
報を JSAF 事務局へご連絡ください。

（JSAF 総務委員会）

重要なお知らせです
2017 年度 JSAF カード式会員証の廃止と年会費納付の決済代行方式への原則移行について
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2016 年リオデジャネイロ・オリンピックにおける日本の最高順位は 470 級女子の５位で、
それに次ぐのは RS：Ｘ級男子の 15 位だった。出場艇数の 50％以内に入ったのはこの２種目のみで、
目標の「２種目でメダル、２種目で入賞」にはほど遠い結果となった。

リオデジャネイロ・オリンピック報告
必ず次のメダリストは現れる



実
力
ど
お
り
の
結
果

　

種
目
に
よ
っ
て
レ
ー
ス
数
は
異
な
る
が
、
規

定
さ
れ
た
10
レ
ー
ス
ま
た
は
12
レ
ー
ス
が
強
風

か
ら
軽
風
ま
で
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
で
実

施
さ
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
選
手
に
と
っ
て
実
力

ど
お
り
、
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
ど
お
り
の
結
果
と

な
っ
た
。

　

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
５
位
の
４
７
０
級
女
子
吉

田
愛
・
吉
岡
美
帆
組
は
、
最
後
ま
で
メ
ダ
ル
を

争
っ
て
惜
し
く
も
逃
し
た
も
の
で
、
残
念
で
は

あ
っ
た
が
そ
れ
な
り
の
結
果
を
出
す
こ
と
が
で

き
た
と
言
え
る
。

　

吉
田
組
は
惨
敗
と
な
っ
た
過
去
２
回
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
反
省
を
生
か
し
、
リ
オ
に
照
準
を

合
わ
せ
て
自
分
の
ペ
ー
ス
に
合
っ
た
プ
ラ
ン
を

立
て
そ
れ
を
実
践
し
、
本
番
に
臨
ん
だ
こ
と
が

奏
功
し
た
と
言
え
る
。

　

Ｒ
Ｓ
：
Ｘ
級
男
子
の
富
澤
慎
選
手
も
、
過
去

２
回
の
経
験
を
踏
ま
え
、
リ
オ
に
対
し
て
は
微

風
、
軽
風
に
照
準
を
合
わ
せ
て
減
量
す
る
な
ど

の
対
応
を
し
た
が
、
必
ず
し
も
想
定
ど
お
り
と

は
な
ら
ず
メ
ダ
ル
レ
ー
ス
に
は
届
か
な
か
っ

た
。

　

レ
ー
ザ
ー
ラ
ジ
ア
ル
級
の
土
居
愛
実
選
手

は
、
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
９
位
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ

ン
に
対
し
て
20
位
と
実
力
を
出
し
切
れ
な
か
っ

た
が
、
こ
の
種
目
で
日
本
選
手
の
水
準
が
こ
こ

ま
で
上
が
っ
た
の
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
り
、

東
京
を
狙
う
同
選
手
の
活
躍
に
は
期
待
し
て
い

き
た
い
。

　

４
７
０
級
男
子
土
居
一
斗
・
今
村
公
彦
組
は
、

海
外
有
力
チ
ー
ム
と
の
練
習
を
重
ね
る
な
ど
、

良
い
環
境
の
中
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
き
た

が
、
激
戦
区
の
こ
の
種
目
に
あ
っ
て
は
、
も
う

一
、二
歩
抜
け
出
な
い
と
メ
ダ
ル
に
は
届
か
な

い
と
い
う
厳
し
さ
を
味
わ
っ
た
。

　

そ
の
他
の
種
目
に
つ
い
て
は
、
世
界
の
上
位

水
準
に
は
到
達
し
て
い
な
い
状
態
で
、
今
回
の

リ
オ
出
場
を
東
京
に
つ
な
げ
る
、
と
い
う
位
置

づ
け
で
あ
っ
た
。

　

必
ず
次
の
メ
ダ
リ
ス
ト
は
現
れ
る

　

チ
ー
ム
全
体
と
し
て
は
、
斉
藤
愛
子
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
が
毎
日
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
ス
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
出
席
し
、
チ
ー
ム
の
要
の
役
割
を

果
た
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
か
ら
気
象
、
現
地
準
備
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
対
応
、

マ
ス
コ
ミ
対
応
な
ど
あ
ら
ゆ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
こ
な
し
、
次
か
ら
次
へ
と
起
こ
る
リ
オ
で
の

難
題
を
の
り
き
っ
た
。

　

競
技
会
場
の
近
く
に
借
り
た
ア
パ
ー
ト
で

は
、武
田
哲
子
管
理
栄
養
士
が
食
事
を
提
供
し
、

長
期
に
わ
た
る
遠
征
で
も
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
吉
田
・
吉
岡
組
が

メ
ダ
ル
レ
ー
ス
に
進
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
河

野
博
文
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
会
長
は
じ
め
日
本
人
関
係
者

全
員
で
ビ
ー
チ
か
ら
日
の
丸
を
振
っ
て
応
援
す

る
こ
と
が
で
き
、
チ
ー
ム
一
体
感
を
伴
っ
て
盛

り
上
が
っ
た
の
が
、
今
大
会
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で

あ
っ
た
。

　

メ
ダ
ル
は
、
10
種
目
30
個
を
17
カ
国
で
分
け

合
っ
た
。

　

最
多
獲
得
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
４
個
で
あ
る
。

　

ア
ジ
ア
勢
の
メ
ダ
ル
は
中
国
の
Ｒ
Ｓ
：
Ｘ
女

子
の
２
位
の
み
で
、
吉
田
・
吉
岡
組
は
ア
ジ
ア

で
は
こ
れ
に
次
ぐ
成
績
だ
っ
た
。

　

世
界
の
最
高
峰
を
実
感
す
る
と
、
日
本
が
メ

ダ
ル
を
取
る
の
は
至
難
の
業
の
よ
う
に
思
え
な

く
も
な
い
が
、
私
た
ち
は
日
本
人
の
優
秀
さ
を

信
じ
て
、「
必
ず
次
の
メ
ダ
リ
ス
ト
は
現
れ
る
」

「
必
ず
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
」
と
い
う
信
念
を

持
っ
て
ト
ッ
プ
選
手
を
育
成
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
強
化
委
員
会
）

リオ五輪セーリング競技の日本代表選手たち Ⓒ JSAF

2016 年リオデジャネイロ・オリンピックにおける日本の最高順位は 470 級女子の５位で、
それに次ぐのは RS：Ｘ級男子の 15 位だった。出場艇数の 50％以内に入ったのはこの２種目のみで、
目標の「２種目でメダル、２種目で入賞」にはほど遠い結果となった。

日本選手の成績

470 級男子：土居 一斗・今村 公彦  17 位　　　　　　（アビームコンサルティング・JR 九州）　
470 級女子：吉田 愛・吉岡 美帆　  　５位　　　　　　（ベネッセホールディングス）
49er 級男子：牧野 幸雄・高橋 賢次　  18 位　　　　　　（トヨタ自動車東日本）
49erFX 級女子：宮川 惠子・髙野 芹奈　  20 位　　　　　　　 （和歌山 SC・関西大学）
RS：Ｘ級男子：富澤 慎　  15 位　　　　　　　（トヨタ自動車東日本）
RS：Ｘ級女子：伊勢田 愛　  20 位　　　　　　　（福井県体育協会）
レーザーラジアル級女子：土居 愛実　  20 位　　　　　　　　　　　　 （慶応義塾大）

リオデジャネイロ・オリンピック報告の詳細は右記に掲載されています。　http://jsaf-osc.jp/cn10/pg32-report.html

リオデジャネイロ・オリンピック報告
必ず次のメダリストは現れる

2016 年
8 月 5 日～ 21 日

ブラジル
リオデジャネイロ
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2016 年 11 月 19 日、20 日に行われた本レースは
2017 年６月に行われるアメリカズカップの前哨戦＆参加艇のお披露目と位置づけられるが、
アメリカズカップにかかわるレースが初めて日本で開催されるとあって、
レース海面目の前に位置する福岡市地行浜には２日間で 1 万 5 千人近い観戦者がやってきた。

日本のソフトバンク・チームジャパンは５位



日
本
チ
ー
ム
、
出
足
好
調

　

19
日
の
第
2
レ
ー
ス
、
日
本
の
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
・
チ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
が
ス
タ
ー
ト
か
ら
先
行
、

コ
ー
ス
全
体
を
リ
ー
ド
し
て
、
圧
倒
的
な
強
さ

を
見
せ
て
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
た
。ト
ッ
プ
・
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
し
た
そ
の
瞬
間
、
浜
辺
か
ら
は
大
歓

声
が
沸
き
起
こ
っ
た
。 

　

海
上
で
ラ
ッ
セ
ル・ク
ー
ツ（
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ

プ
・
イ
ベ
ン
ト
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
と

と
も
に
こ
の
日
の
レ
ー
ス
を
見
て
い
た
植
松
眞

Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
副
会
長
＆
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
委
員

会
委
員
長
は
、「
こ
の
レ
ー
ス
は
他
の
ど
ん
な

レ
ー
ス
よ
り
も
ス
タ
ー
ト
が
大
切
。
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
の
第
２
レ
―
ス
は
そ
の
象
徴
的
な
レ
ー
ス

で
し
た
。
で
も
、
と
て
も
面
白
い
レ
ー
ス
で
す

ね
。
と
く
に
フ
ォ
イ
リ
ン
グ
を
始
め
る
と
迫
力

満
点
。
そ
れ
に
、
運
営
も
シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
に

な
さ
れ
て
お
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
迎
え
る
日

本
の
セ
ー
リ
ン
グ
界
に
と
っ
て
も
大
い
に
勉
強

に
な
り
ま
す
ね
」と
レ
ー
ス
の
感
想
を
語
っ
た
。

 Land R
over BA

R

が
優
勝

　

翌
、
11
月
20
日
に
3
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
、
こ

の
日
4

－

2

－

3
と
走
っ
たLand Rover 

BA
R

が
優
勝
を
果
た
し
た
。
初
日
に
1

－

3

－

2
と
好
走
し
た
貯
金
が
も
の
を
言
い
、
1

－

1

－

4
と
走
っ
たA

rtem
is Racing

の
猛
追

を
か
わ
し
て
の
優
勝
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、

Land Rover BA
R

は
シ
リ
ー
ズ
全
体
（
英

ポ
ー
ツ
マ
ス
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、バ
ミ
ュ
ー
ダ
、

オ
マ
ー
ン
、
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
米
シ
カ
ゴ
、

英
ポ
ー
ツ
マ
ス
、
仏
、
日
本
の
９
戦
で
構
成
）

で
も
優
勝
を
果
た
し
た
。 

　

日
本
の
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
・
チ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン

は
福
岡
大
会
で
総
合
５
位
と
な
り
、
シ
リ
ー
ズ

全
体
で
も
５
位
と
な
っ
た
。
同
チ
ー
ム
の
早
福

和
彦
総
監
督
兼
選
手
は
、「
残
念
な
結
果
で
し

た
。
し
か
し
、
最
終
レ
ー
ス
を
２
位
で
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
で
き
た
の
は
良
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で

の
チ
ー
ム
の
努
力
の
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
と
レ
ー
ス
を
総
括
し
た
。 

　

植
松
眞
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
副
会
長
＆
ア
メ
リ
カ
ズ

カ
ッ
プ
委
員
会
委
員
長
は
、「
素
晴
ら
し
い
大

会
で
し
た
ね
。
選
手
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
も

と
よ
り
、
レ
ー
ス
運
営
の
組
織
力
も
素
晴
ら

し
か
っ
た
。
浜
辺
で
観
戦
さ
れ
た
方
々
も
大

い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
レ
ー
ス
後
、

ケ
ン
・
リ
ー
ド
氏
に
会
い
ま
し
た
が
、Land 

Rover BA
R

の
ス
キ
ッ
パ
ー
、
ベ
ン
・
エ
イ

ン
ズ
リ
ー
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
絶
賛
し
て
い
ま
し

た
。ま
だ
ま
だ
予
断
は
許
さ
な
い
で
し
ょ
う
が
、

本
戦
へ
向
け
て
英
国
チ
ー
ム
が
一
歩
、
抜
き
ん

で
た
と
の
印
象
を
強
く
受
け
ま
し
た
」
と
早

く
も
、
17
年
５
月
に
始
ま
るLouis V

uitton 
A

m
erica's Cup　

Q
ualifiers

へ
の
展
望
を

語
っ
た
。 

　

主
催
者
の
発
表
に
よ
る
と
、
こ
の
日
レ
ー
ス

を
見
る
た
め
に
福
岡
市
地
行
浜
に
は
８
千
人
近

い
人
々
が
、
そ
し
て
海
上
に
は
１
５
０
艇
の
観

覧
艇
が
集
ま
っ
た
と
い
う
。
今
ま
で
の
日
本
に

は
な
か
っ
た
風
景
だ
ろ
う
。
本
大
会
で
ヨ
ッ
ト

レ
ー
ス
の
新
し
い
形
が
披
露
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
新
た
な
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
・
フ
ァ
ン
は
確
実

に
増
え
た
は
ず
だ
。
そ
し
て
、
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
・
チ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
が
さ
ら
に
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
上
げ
て
好
成
績
を
残
し
、
次
のLouis 

V
uitton A

m
erica's Cup　

Q
ualifiers

を

面
白
く
し
て
く
れ
れ
ば
、日
本
の
セ
ー
リ
ン
グ
・

フ
ァ
ン
は
も
っ
と
増
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。

ディフェンダー、チャレンジャーが入り混じってフリートレースを戦う前哨戦だが、本番のアメリカズカップはもちろん 1
対 1 のマッチレースで競われる　©J-SAILING

日本の早福和彦ソフトバンク・チームジャパン総監督　©J-SAILING

2016 年 11 月 19 日、20 日に行われた本レースは
2017 年６月に行われるアメリカズカップの前哨戦＆参加艇のお披露目と位置づけられるが、
アメリカズカップにかかわるレースが初めて日本で開催されるとあって、
レース海面目の前に位置する福岡市地行浜には２日間で 1 万 5 千人近い観戦者がやってきた。

Louis Vuitton America’s Cup World Series
福岡大会　最終成績 
1 位  Land Rover BAR (1-3-2-4-2-3) 75 点 
2 位  Artemis Racing(3-4-5-1-1-4) 75 点 
3 位  ORACLE TEAM USA (4-2-1-3-3-5) 70 点 
4 位  Emirates Team New Zealand(2-5-3-2-4-6) 65 点 
5 位  SoftBank Team Japan(5-1-6-5-6-2) 61 点 
6 位  Groupama Team France (6-6-4-6-5-1) 59 点 

Louis Vuitton America’s Cup World Series 総合成績 
1 位  Land Rover BAR — 512 
2 位  ORACLE TEAM USA — 493 
3 位  Emirates Team New Zealand — 485 
4 位  Artemis Racing — 466 
5 位  SoftBank Team Japan — 460 
6 位  Groupama Team France — 419 

ソフトバンク・チームジャパン公式サイト 　http://softbank-team-japan.americascup.com/jp/home.html

Louis Vuitton America's Cup 
World Series Fukuoka 2016
日本のソフトバンク・チームジャパンは５位

2016 年
11 月 19 日～ 20 日

福岡市地行浜
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ヤンマー国際モス級世界選手権大会 2016

ハ
イ
レ
ベ
ル
か
つ
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

　

国
際
モ
ス
級
の
世
界
選
手
権
大
会
が
神
奈
川

県
葉
山
町
の
葉
山
港
を
ベ
ー
ス
に
開
催
さ
れ

た
。

　

15
年
ぶ
り
に
日
本
で
開
催
さ
れ
た
モ
ス
ワ
ー

ル
ド
に
は
、
11
カ
国
・
地
域
か
ら
68
人
の
選
手

が
参
加
。
最
も
エ
ン
ト
リ
ー
が
多
か
っ
た
の
は

地
元
の
日
本
勢
だ
が
、
活
動
が
盛
ん
な
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
の

ほ
ぼ
裏
側
に
位
置
す
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
か
ら
も

３
艇
が
参
加
す
る
な
ど
、
国
際
色
豊
か
な
大
会

と
な
っ
た
。

　

残
念
な
が
ら
リ
オ
五
輪
組
の
前
回
、
前
々
回

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
不
参
加
だ
っ
た
が
、
全
豪
、

全
英
、
全
米
、
全
Ｅ
Ｕ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
顔
を

揃
え
、
さ
ら
に
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
や
ア
メ
リ
カ

ズ
カ
ッ
プ
セ
ー
ラ
ー
も
参
加
。
ワ
ー
ル
ド
と
呼

ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、開
会
式
に
は
ラ
ッ
セ
ル
・

ク
ー
ツ
が
登
場
す
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
っ
た
。

　

一
方
、
今
大
会
に
は
日
本
モ
ス
ク
ラ
ス
協
会

（
後
藤
浩
紀
会
長
）
発
案
の
ユ
ー
ス
支
援
枠
が

設
け
ら
れ
、適
性
試
験
に
合
格
し
た
八
山
慎
司
、

矢
野
伸
一
郎
、
山
崎
あ
ん
な
の
３
選
手
が
レ
ン

タ
ル
艇
で
出
場
。
高
校
２
年
生
の
山
崎（
16
歳
）

か
ら
モ
ス
に
乗
っ
て
半
世
紀
近
い
橘
直
美
（
67

歳
）
や
古
谷
元
洋
（
72
歳
）
ま
で
、
幅
広
い
選

手
層
が
ヨ
ッ
ト
談
義
を
交
わ
す
、
モ
ス
ら
し
い

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
も
楽
し
め
た
。

イ
ギ
リ
ス
勢
が
表
彰
台
を
独
占

　

大
会
は
予
備
日
を
含
む
1
週
間
の
日
程
で
行

わ
れ
、フ
ォ
イ
リ
ン
グ
ぎ
り
ぎ
り
の
軽
風
か
ら
、

ジ
ャ
ン
ク
な
強
風
の
サ
バ
イ
バ
ル
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
ま
で
、
全
13
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
た
。

　

安
定
し
た
強
さ
を
見
せ
た
の
は
、
ロ
バ
ー

ト
・
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
シ
ュ
（
全
Ｅ
Ｕ
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
）、
ク
リ
ス
・
ラ
シ
ュ
リ
ー
（
全
英
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
）、
ポ
ー
ル
・
グ
デ
ィ
ソ
ン
（
北
京

五
輪
レ
ー
ザ
ー
級
金
メ
ダ
リ
ス
ト
）
の
３
人
の

イ
ギ
リ
ス
勢
。
ラ
イ
バ
ル
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

勢
と
接
戦
を
繰
り
広
げ
な
が
ら
も
手
堅
く
ポ
イ

ン
ト
を
ま
と
め
、
最
終
日
を
待
た
ず
に
表
彰
台

を
ほ
ぼ
確
定
さ
せ
た
。

　

グ
デ
ィ
ソ
ン
、
ラ
シ
ュ
リ
ー
、
グ
リ
ー
ン
ハ

ウ
シ
ュ
で
の
優
勝
争
い
と
な
っ
た
最
終
日
。
第

１
レ
ー
ス
の
ト
ッ
プ
は
大
会
中
盤
に
ギ
ア
ト
ラ

ブ
ル
で
順
位
を
落
と
し
た
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
シ
ュ

だ
。
続
く
第
２
レ
ー
ス
も
後
続
を
大
き
く
引
き

離
し
リ
ー
ド
し
て
い
た
が
、
風
が
落
ち
て
キ
ャ

ン
セ
ル
と
な
り
あ
え
な
く
ジ
・
エ
ン
ド
。13
レ
ー

ス
中
11
レ
ー
ス
を
３
位
以
内
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

し
た
グ
デ
ィ
ソ
ン
が
、
総
合
ト
ッ
プ
を
堅
守
し

初
の
ワ
ー
ル
ド
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
し
た
。

 

「
準
備
が
完
璧
で
は
な
か
っ
た
が
、
優
勝
で
き

て
と
て
も
う
れ
し
い
。コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合

わ
せ
て
レ
ー
ス
艇
を
調
整
で
き
て
、フ
ォ
イ
リ

ン
グ
す
る
モ
ス
の
ほ
う
が
レ
ー
ザ
ー
よ
り
楽
し

い
ね
」
と
グ
デ
ィ
ソ
ン
。
２
位
は
ラ
シ
ュ
リ
ー
、

猛
追
及
ば
な
か
っ
た
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
シ
ュ
は
３

位
と
、イ
ギ
リ
ス
勢
が
表
彰
台
を
独
占
し
た
。

レ
ー
ス
艇
の
開
発
も
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に

　

表
彰
台
を
独
占
し
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
人
セ
ー

ラ
ー
だ
け
で
は
な
い
。
３
人
が
乗
っ
て
い
た
の

は
マ
グ
ワ
イ
ア
ボ
ー
ト
社
（
イ
ギ
リ
ス
）
の

「Exocet

」。
２
０
０
９
年
以
来
ワ
ー
ル
ド
７

連
覇
中
だ
っ
た
マ
コ
ナ
ギ
ー
ボ
ー
ト
社
（
本
社

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
中
国
工
場
）
の
「M

ach2

」

を
退
け
、
レ
ー
ス
艇
も
イ
ギ
リ
ス
勢
が
席
巻
し

た
ワ
ー
ル
ド
だ
っ
た
。

　

日
本
人
ト
ッ
プ
は
ワ
ー
ル
ド
に
先
立
っ
て
行

わ
れ
た
全
日
本
で
も
優
勝
し
た
梶
本
恆
平
の
11

位
。６
人
が
参
加
し
た
女
子
は
田
畑
和
歌
子（
総

合
37
位
）、
18
歳
以
下
の
ユ
ー
ス
は
矢
野
伸
一

郎
（
総
合
43
位
）
が
優
勝
し
た
。

　

な
お
、
今
大
会
は
地
域
の
人
た
ち
に
も
地
元

の
国
際
大
会
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
観
覧

艇
を
用
意
し
た
が
、
主
催
者
側
の
予
想
を
大

き
く
上
回
る
６
０
０
人
以
上
が
レ
ー
ス
観
戦

と
シ
ョ
ー
ト
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
満
喫
し
て
い

た
。（
ヤ
ン
マ
ー
国
際
モ
ス
級
世
界
選
手
権
大

会
２
０
１
６
実
行
委
員
会
／
西 

朝
子
）

上位を独占したイギリス勢。左からロ
バート･グリーンハウシュ（3 位）ポール・
グディソン（1位）、クリス・ラシュリー（2 位）
YANMAR Moth World Championship 
2016 © JUNICHI HIRAI / BULKHEAD 
magazine JAPAN

スタートから一斉にフォイリングするモ
スセーラーたち。GBR4341は優勝したポー
ル・グディソン　YANMAR Moth World 
Championship 2016 © JUNICHI HIR
AI / BULKHEAD magazine JAPAN

J/24 世界選手権は 2016 年９月 16 日から 24 日まで和歌山セーリングセンターで開催され、
海外 11 チーム、国内 30 チームの合計 41 チームで競われた。

近年のセーリングシーンでフォイリング艇が存在感を増している。
その先鞭をつけたのが国際モス級だ。
全長 3.3m の小さなディンギーが海上を疾走する姿はインパクト大。
五輪を控える相模湾にモスの大群が飛んだ。

大会サイト　http://www.mothworlds.org/hayama/

優勝はドイツ。2位、3位は日本勢 フォイリングブームに火をつけた
国際モス級、葉山で炸裂

2016 年
5 月 23 日～ 29 日

神奈川県三浦郡葉山町
葉山港
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2016年 Ｊ/24 世界選手権 和歌山大会

優
勝
は
ド
イ
ツ
の
J
J　

O
N
E

　

海
外
11
チ
ー
ム
（
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

ド
イ
ツ
、
ペ
ル
ー
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
韓
国
）

と
国
内
30
チ
ー
ム
の
合
計
41
チ
ー
ム
で
８
レ
ー

ス
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

優
勝
は
ド
イ
ツ
の
「JJ　

O
N

E

」
チ
ー
ム

で
２
回
の
１
位
、
２
位
を
含
む
安
定
し
た
順
位

で
ま
と
め
、
難
し
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
下
の

レ
ー
ス
を
制
し
ま
し
た
。
準
優
勝
は
「
い
ち
も

く
さ
ん
」
チ
ー
ム
、
３
位
に
「FO

X

」
チ
ー

ム
と
日
本
勢
が
続
き
ま
し
た
。

　

台
風
が
２
日
目
に
和
歌
山
を
通
過
し
、
そ
の

日
は
レ
ー
ス
が
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　

台
風
接
近
前
、
通
過
後
は
風
が
抜
け
て
し
ま

い
パ
フ
、
ラ
ル
、
風
向
と
ま
っ
た
く
気
が
抜
け

な
い
レ
ー
ス
海
面
に
各
選
手
は
翻
弄
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
元
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
米
国
艇
も
新
造

艇
に
乗
る
も
の
の
、
結
果
は
９
位
に
留
ま
る
番

狂
わ
せ
が
起
き
ま
し
た
。

楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
て

ば
か
り
じ
ゃ
ダ
メ
で
し
ょ
！

　

こ
こ
で
少
し
大
会
開
催
の
内
幕
を
ご
披
露
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
で
の
世
界
選
手
権
大
会
開
催
は
３
度
目

で
今
回
は
14
年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た
。
こ
の
間

も
多
く
の
日
本
チ
ー
ム
が
世
界
選
手
権
に
挑
戦

し
て
き
ま
し
た
。
海
外
の
レ
ベ
ル
を
体
感
し
日

本
国
内
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
国
内

の
セ
ー
リ
ン
グ
活
性
化
に
不
可
欠
で
、
そ
れ
な

り
の
効
果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
Ｊ
／
24
ク
ラ
ス
協
会
は
さ
ら
な
る
国
内

再
活
性
化
と
世
界
の
Ｊ
／
24
セ
ー
ラ
ー
へ
の
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
発
揮
の
機
会
と
し
て
今
回
の
大

会
を
誘
致
し
ま
し
た
。
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
て

ば
か
り
じ
ゃ
ダ
メ
で
し
ょ
！　

と
。

真
の
勝
者
は
…
…

　

開
催
の
３
年
前
の
Ｊ
／
24
ク
ラ
ス
協
会
国
際

会
議
で
日
本
開
催
が
決
定
。
そ
れ
以
前
の
世
界

選
手
権
に
日
本
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
世
界
と
の

顔
繋
ぎ
が
で
き
て
い
た
こ
と
が
決
定
へ
の
大
き

な
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
の
仕
事
が
大
変
で
、
開
催
地
と
の

打
ち
合
わ
せ
、
ジ
ュ
リ
ー
の
お
願
い
、
艇
計
測

体
制
の
確
立
な
ど
な
ど
多
く
の
方
々
、
協
賛
各

企
業
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
準
備
が
進
ん
で
い

き
ま
し
た
。

　

伝
統
あ
る
ワ
ン
デ
ザ
イ
ン
ク
ラ
ス
の
Ｊ
／
24

は
計
測
を
入
念
に
行
う
た
め
に
こ
の
部
分
で
の

仕
事
は
多
く
、
前
々
年
の
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
大
会

に
日
本
人
計
測
員
を
派
遣
し
ワ
ー
ル
ド
レ
ベ
ル

の
計
測
を
実
地
体
験
し
、
計
測
機
器
を
最
新
式

に
更
新
し
て
万
全
を
期
し
ま
し
た
。

　

世
界
選
手
権
大
会
な
の
で
実
施
要
項
、
帆
走

指
示
書
、
公
式
掲
示
、
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
な
ど

す
べ
て
は
英
語
に
な
り
ま
す
。
公
平
性
の
観
点

か
ら
も
日
本
語
が
先
行
し
な
い
よ
う
に
注
意
し

ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
運
営
は
、
国
際
レ
ー
ス
経
験
豊
富
な

レ
ー
ス
オ
フ
ィ
サ
ー
が
世
界
レ
ベ
ル
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
で
県
連
と
の
連
携
の
下
、
完
璧
な
運
営

を
遂
行
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
レ
ー
ス
海
面

の
特
性
を
把
握
し
て
い
る
の
で
数
百
メ
ー
ト
ル

の
移
動
で
よ
り
良
い
海
面
を
掴
む
な
ど
神
が

か
っ
て
い
た
よ
う
な
印
象
で
す
。

　

ジ
ュ
リ
ー
の
チ
ー
フ
は
ド
イ
ツ
人
、
以
下
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本

（
２
人
）
の
６
人
体
制
で
し
た
。

　

世
界
選
手
権
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
キ
ー
ポ

イ
ン
ト
は
、
ホ
ス
ト
と
な
る
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
で

す
。
し
か
し
、
日
本
に
は
欧
米
型
の
ヨ
ッ
ト
ク

ラ
ブ
は
な
く
、
今
回
の
レ
ー
ス
で
も
該
当
す
る

よ
う
な
ク
ラ
ブ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
機
能
を
果
た
し
た
の
が
和
歌
山
の
シ
エ

ス
タ
チ
ー
ム
で
あ
り
、
計
測
を
は
じ
め
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
面
で
大
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
レ
ー
ス
に
参
加
し
な
が
ら
ホ
ス
ト
と
し
て

の
活
動
を
行
う
わ
け
で
す
か
ら
、
本
大
会
の
真

の
勝
者
は
シ
エ
ス
タ
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

近
年
の
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
は
画
像
（
動
画
）

で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
発
信
す
る
こ
と
が
当
た
り

前
に
な
っ
て
お
り
、
本
大
会
で
も
ス
ト
リ
ー
ミ

ン
グ
放
送
を
実
施
し
ま
し
た
。
光
の
当
た
り
方

（
逆
光
、
順
光
）
の
工
夫
や
ケ
ー
ブ
ル
の
防
水

な
ど
手
さ
ぐ
り
で
し
た
が
、
今
後
の
セ
ー
リ
ン

グ
中
継
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
蓄
積
に
貢
献
し
た
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

徒つ
れ
づ
れ然

と
大
会
報
告
を
書
き
ま
し
た
が
、
閉
会

式
で
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
会
長
が
触
れ
ら
れ
た
「
選
手
の

満
足
そ
う
な
表
情
」
が
４
年
間
の
大
会
準
備
、

７
日
間
の
大
会
運
営
で
の
苦
労
を
吹
き
飛
ば
す

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

何
よ
り
も
世
界
選
手
権
大
会
成
功
に
は
、
Ｊ

Ｓ
Ａ
Ｆ
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
、
日
の
丸
セ
ー

ラ
ー
ズ
、
そ
し
て
和
歌
山
県
、
協
賛
各
社
の
ご

尽
力
が
不
可
欠
だ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。（
日
本
Ｊ
／
24
ク
ラ
ス
協
会
・
松

本
浩
司
）

優勝したドイツの JJ　ONE チーム　2016 WAKAYAMA J/24 World Championship © JUNICHI HIRAI 
/BULKHEAD magazine JAPAN

総勢 41 チームで競われたＪ/24 世界選手権　2016 WAKAYAMA J/24 World 
Championship © JUNICHI HIRAI/ BULKHEAD magazine JAPAN

J/24 世界選手権は 2016 年９月 16 日から 24 日まで和歌山セーリングセンターで開催され、
海外 11 チーム、国内 30 チームの合計 41 チームで競われた。

大会サイト　https://www.j24.gr.jp/2016_worlds/

優勝はドイツ。2位、3位は日本勢
2016 年

9 月 16 日～ 24 日
和歌山セーリングセンター
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精
鋭
８
艇
が
参
加

　

エ
ン
ト
リ
ー
締
切
り
時
点
で
は
開
催
基
準
の

10
艇
が
な
ん
と
か
集
ま
っ
た
も
の
の
、
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
並
ん
だ
の
は
わ
ず
か
８
艇
。
と
は

い
え
、
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ボ
ー
ト
と
も
呼

ば
れ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
軽
排
水
量
40 

ft
レ
ー

サ
ー
（
Ｈ
Ｐ
40 

ft
）
が
４
艇
揃
う
充
実
し
た
フ

リ
ー
ト
で
、
地
元
関
西
か
ら
は
前
回
優
勝
の

デ
ィ
フ
ェ
ン
デ
ィ
ン
グ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
あ

る
〈
ス
イ
ン
グ
〉（
鈴
木
啓
介
オ
ー
ナ
ー
：
ボ

テ
ィ
ン
40
）
と
、
新
艇
〈
ス
ラ
ン
ジ
・
バ
ー
〉

（
中
島
光
司
オ
ー
ナ
ー
：
カ
ー
40+ 

）。
関
東
か

ら
は
２
０
１
４
年
２
位
、
15
年
６
位
と
続
け
て

出
場
の
〈
エ
ス
プ
リ
〉（
河
本
二
郎
オ
ー
ナ
ー
：

カ
ー
キ
ー
ク
40 

Mk
２ 

Ｇ
Ｐ
）。
さ
ら
に
福
岡

か
ら
は
13
年
に
３
位
に
入
っ
て
い
る
〈
ギ
ャ
ラ

ク
シ
ー
〉（
松
嶋
哲
哉 

オ
ー
ナ
ー
：
カ
ー
キ
ー

ク
40 

Ｇ
Ｐ
）
が
艇
を
新
た
に
し
て
の
再
挑
戦
。

　

そ
れ
ぞ
れ
デ
ザ
イ
ン
は
わ
ず
か
に
異
な
る
が

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
は
ほ
ぼ
同
じ
、
乗
員
の
技

量
も
互
角
と
、
こ
こ
何
年
か
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ

で
見
る
こ
と
の
な
か
っ
た
競
技
性
の
高
い
フ

リ
ー
ト
と
な
っ
た
。

　

こ
の
俊
足
４
艇
を
迎
え
撃
つ
の
が
〈
サ
マ
ー

ガ
ー
ル
〉（
馬
場
益
弘
オ
ー
ナ
ー
：
フ
ァ
ー
ス

ト
40
・
７
改
）。
昨
年
は
米
国
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト

で
開
催
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ヨ
ッ
ト
ク
ラ

ブ
・
イ
ン
ビ
テ
ー
シ
ョ
ナ
ル
カ
ッ
プ
出
場
の
た

め
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
に
は
出
場
し
な
か
っ
た

が
、12
年
の
蒲
郡
大
会
、13
年
の
西
宮
大
会
と
、

直
近
５
年
で
は
出
場
し
た
レ
ー
ス
す
べ
て
で
優

勝
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
デ
ィ
フ
ェ
ン
デ
ィ
ン

グ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
い
っ
て
い
い
。

　

さ
ら
に
、
地
元
関
西
の
〈
イ
レ
ジ
ス
テ
ィ
ブ

ル
〉（
山
田
邦
雄
オ
ー
ナ
ー
：
キ
ン
グ
40 

）
は

元
関
東
の
〈
か
ら
す
〉
と
し
て
14
年
に
は
優
勝

し
て
い
る
艇
で
、
今
回
は
そ
の
〈
か
ら
す
〉
の

主
要
ク
ル
ー
も
助
っ
人
と
し
て
乗
艇
し
て
い

る
。

　

加
え
て
、福
岡
か
ら
遠
征
の
〈
マ
ロ
ロ
〉（
佐

藤
栄
一
オ
ー
ナ
ー
：
フ
ァ
ー
ス
ト
40
）。
地
元

関
西
の
〈
ノ
イ
エ
ロ
ー
ブ 

〉（
藤
井
英
喜
オ
ー

ナ
ー
：
メ
ル
ジ
ェ
ス
32
）
と
、
わ
ず
か
８
艇
な

が
ら
、さ
れ
ど
８
艇
、中
身
の
濃
い
構
成
と
な
っ

た
。

17
年
は
関
東
水
域
で
開
催
予
定

　

大
会
初
日
は
軽
風
下
に
イ
ン
シ
ョ
ア
２
レ
ー

ス
、
２
日
目
は
後
半
シ
ー
ブ
リ
ー
ズ
が
入
る
良

い
風
の
中
３
レ
ー
ス
と
、競
技
は
順
調
に
進
む
。

や
は
り
Ｈ
Ｐ
40 
ft
の
ス
ピ
ー
ド
は
抜
き
ん
で
て

お
り
、
４
艇
は
折
り
重
な
る
よ
う
に
マ
ー
ク
を

回
航
し
て
い
く
。
そ
ん
な
先
行
艇
団
の
白
熱
し

た
争
い
を
し
り
め
に
、
Ｉ
Ｒ
Ｃ
の
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
戦
を
計
算
し
つ
く
し
た
〈
サ
マ
ー

ガ
ー
ル
〉
は
最
後
尾
か
ら
ミ
ス
な
く
淡
々
と
走

り
続
け
、
修
正
タ
イ
ム
で
は
こ
こ
ま
で
圧
勝
。

　

２
位
争
い
は
、
こ
れ
も
後
か
ら
し
っ
か
り
追

走
し
修
正
で
勝
る
〈
イ
レ
ジ
ス
テ
ィ
ブ
ル
〉
が

ポ
イ
ン
ト
を
稼
い
で
い
た
が
、
３
日
目
、
捨
て

レ
ー
ス
に
で
き
な
い
約
50
マ
イ
ル
の
コ
ー
ス
タ

ル
レ
ー
ス
（
50
マ
イ
ル
）
を
８
位
と
落
と
し
た

こ
と
で
、
Ｈ
Ｐ
40 

ft
の
〈
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
〉
に

総
合
２
位
の
座
を
明
け
渡
す
。

　

最
終
日
も
イ
ン
シ
ョ
ア
レ
ー
ス
が
２
レ
ー

ス
。
こ
れ
で
全
８
レ
ー
ス
が
成
立
し
た
が
、〈
サ

マ
ー
ガ
ー
ル
〉
は
こ
こ
で
も
１

－

１
と
圧
倒
的

な
ス
コ
ア
で
総
合
優
勝
を
飾
る
。

　

総
合
２
位
は
〈
イ
レ
ジ
ス
テ
ィ
ブ
ル
〉
が
最

終
日
を
２

－

２
と
き
っ
ち
り
決
め
て
再
び
逆

転
。
３
位
以
下
を
突
き
放
し
た
。
激
戦
と
な
っ

た
Ｈ
Ｐ
40 

ft
艇
団
は
、〈
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
〉
が

僅
差
で
逃
げ
切
り
総
合
３
位
。
続
く
３
艇
も
大

接
戦
と
な
り
、
Ｈ
Ｐ
40 

ft
艇
団
の
こ
の
先
が
楽

し
み
な
幕
切
れ
と
な
っ
た
。

　

２
０
１
７
年
は
、
大
会
規
定
に
基
づ
き
関
東

水
域
で
夏
、
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
。（
レ
ポ
ー

ト
／
高
槻
和
宏
）

全日本外洋ヨット選手権大会 Japan Cup 2016

第 57 回パールレースは 51艇のエントリーがあり、
夏のレースを楽しもうとする外洋艇が三重県南伊勢町・五ヶ所湾に集まりました。

外洋ヨットの日本一を決めるジャパンカップは、
日本セーリング連盟の単独主催となって２年目を迎える。
大会規定に基づき 2015 年の東海から 2016 年は関西水域に移り、
新西宮ヨットハーバーをベースに 2016 年８月６日～ 14 日、
兵庫県西宮市・新西宮ヨットハーバーで開催された。

目指すのは、
どんな艇でも参加できるヨットレース

〈サマーガール〉、5 度めの優勝
2016 年

8 月 6 日～ 14 日
兵庫県西宮市

新西宮ヨットハーバー

白熱の HP40ft。同 36ft クラスも次々に進水しており、
ジャパンカップの今後はこのクラスにかかっている
Ⓒ Kazushige Nakazima

5 度目の優勝の〈サマーガール〉。不動のメンバーに加え昨年のインビテーショナルカップ以降若手も乗艇する　Ⓒ Kazushige Nakazima

大会サイト　http://www.jsaf.or.jp/japancup/2016/

■ジャパンカップ 2016 成績

順位　艇名　　　　  　  R1   R2   R3   R4   R5   R6   R7  R8
1 位〈Summer Girl〉 （2）-  1 -  1 -  1 -  1 -  1 -  1 -  1    7
2 位〈Irresistible X〉    1 - （6）-  2 -  2 -  2 -  8 -  2 -  2  19
3 位〈GALAXY〉 　　 4 -  2 -  3 - 6.5-  3 -  2 - （7）-  7 27.5
4 位〈ESPRiT〉            3 -  4 - （6）-  5 -  4 -  4 -  3 -  5   28
5 位〈swing〉             6 -  3 -  4 -  3 - （7）-  6 -  4 -  3   29
6 位〈Slainte mhath〉    （5）-  5 -  5 -  4 -  5 -  5 -  5 -  4   33
7 位〈MALOLO〉 （7）-  7 -  7 - 6.5-  6 -  3 -  6 -  6   41.5
8 位〈neuerove 〉   8 -  8 -  8 - DNC-  8 -  4 -  8 -  8   55

（＊第６レースのコースタルレースの得点は除外できない。修正同タイムの場
合は得点を按分したもの）
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50
艇
を
超
え
る
エ
ン
ト
リ
ー 

　

50
艇
を
超
え
る
エ
ン
ト
リ
ー
は
久
々
の
こ
と

で
す
。
最
終
的
に
は
１
艇
が
プ
ロ
ペ
ラ
の
不
具

合
で
回
航
で
き
ず
、
結
果
50
艇
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。 

　

７
月
29
日
11
時
、
南
東
４
～
５
m
/
s
の

風
を
受
け
、
布
瀬
田
水
道
南
の
暗
礁
帯
先
を
め

が
け
て
、
上
下
ほ
ぼ
イ
ー
ブ
ン
な
ス
タ
ー
ト
と

な
り
、
左
海
面
の
半
島
沿
い
に
向
か
う
艇
、
右

海
面
の
沖
出
し
を
す
る
艇
と
大
き
く
分
か
れ
ま

し
た
。 

　

レ
ー
ス
フ
リ
ー
ト
は
引
き
続
き
南
東
の
風
を

受
け
、
片
上
り
で
一
路
、
利
島
を
目
指
し
ま
し

た
が
、
利
島
回
航
で
は
弱
い
風
の
中
、
潮
の
流

れ
の
影
響
に
苦
労
し
た
艇
が
多
く
あ
っ
た
よ
う

で
す
。 

　

結
果
や
各
艇
の
航
跡
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
た
「
ど
こ
で
も
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
」
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。
レ
ー
ス
海
域
は
終
始
上
り
の
風

で
、
全
般
に
涼
し
く
、
熱
中
症
の
心
配
の
な
い

レ
ー
ス
で
し
た
。 

　

初
参
加
の
艇
が
10
艇
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
西

は
長
崎
か
ら
は
る
ば
る
回
航
し
て
き
た
艇
、
東

は
仙
台
・
宮
城
か
ら
参
加
し
た
遠
来
艇
、
新
た

な
艇
を
購
入
し
て
の
参
加
し
た
チ
ー
ム
な
ど
、

最
新
デ
ザ
イ
ン
の
新
艇
か
ら
、
船
齢
の
長
い
ベ

テ
ラ
ン
艇
な
ど
、「
パ
ー
ル
レ
ー
ス
」の
目
指
す
、

ど
の
よ
う
な
艇
で
も
参
加
で
き
る
ヨ
ッ
ト
レ
ー

ス
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
新
艇
で
も
ベ

テ
ラ
ン
艇
で
も
簡
単
に
勝
て
る
レ
ー
ス
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

参
加
艇
の
乗
員
デ
ー
タ 

　

エ
ン
ト
リ
ー
し
た
51
艇
の
乗
員
数
は
、
ダ
ブ

ル
ハ
ン
ド
部
門
が
４
艇
８
人
、
Ｉ
Ｒ
Ｃ
部
門
が

47
艇
３
９
７
人
、
合
計
参
加
者
数
４
０
５
人
。

１
艇
の
平
均
乗
員
数
は
７
・９
人
で
昨
年
の
８
・

２
人
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。 

　

乗
員
の
平
均
年
齢
は
52
・
２
歳
、
昨
年
の
平

均
49
・
９
歳
か
ら
少
し
上
が
り
ま
し
た
が
、
意

外
に
若
い
の
で
は
と
の
印
象
で
す
。
年
代
分
布

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

　

50
代
：
40
・
０
％ 

　

60
代
：
27
・
２
％ 

　

40
代
：
25
・
４
％ 

　

30
代
：
８
・６
％ 

　

20
代
：
３
・
２
％

　

70
代
：
２
・
２
％ 

　

最
高
齢
は
73
歳
の
ベ
テ
ラ
ン
が
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。
一
番
若
い
方
は
20
歳
で
し
た
。 

　

年
代
に
は
一
つ
の
傾
向
が
あ
る
の
で
は
と
思

い
ま
す
。
オ
ー
ナ
ー
は
じ
め
ク
ル
ー
が
み
な

仕
事
の
リ
タ
イ
ア
の
時
期
を
迎
え
、「
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
」か「
ま
だ
動
け
る
う
ち
に
」
と
の

気
持
ち
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
艇
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。 

　

Ｉ
Ｒ
Ｃ
部
門
の
総
合
優
勝
は〈N

O
FU

ZO

〉（X
 

41O
D

 

・JPN
6301

、
高
畑 

慎
次
オ
ー
ナ
ー
、

外
洋
内
海
所
属
）
で
し
た
。
乗
員
の
平
均
年
齢

は
51
・
７
歳
、
今
回
で
三
回
目
の
パ
ー
ル
レ
ー

ス
総
合
優
勝
で
す
。「
さ
ら
に
四
回
目
の
優
勝

を
目
指
す
」
と
の
オ
ー
ナ
ー
の
力
強
い
コ
メ

ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。〈1122T

REK
K

EE

〉

（M
U

IR 40

・JPN
1122

）、〈Joker

〉（X
 41 

・JPN
6687

）
と
終
始
ト
ッ
プ
争
い
を
続
け
て

の
勝
利
で
し
た
。 

　

ダ
ブ
ル
ハ
ン
ド
部
門
優
勝
は〈T

hetis 4

〉

（First 40.7

・JPN
 380

、
児
玉 

萬
平
オ
ー

ナ
ー
、
外
洋
三
浦
所
属
）
の
乗
員
の
平
均
年
齢

は
57
・
５
歳
。
沖
縄-

東
海
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
に

も
参
加
し
た
実
績
の
下
、
今
回
で
５
回
目
の
優

勝
で
す
。 

２
０
１
７
年
は

７
月
28
日
に
ス
タ
ー
ト
予
定 

　

歴
史
あ
る
パ
ー
ル
レ
ー
ス
を
始
め
と
す
る

「
外
洋
レ
ー
ス
を
続
け
て
い
く
努
力
を
し
て
い

こ
う
」
と
の
、
外
洋
三
崎
・
新
田
会
長
の
コ
メ

ン
ト
に
同
感
で
す
。
引
き
続
き
「
パ
ー
ル
レ
ー

ス
」
を
し
っ
か
り
と
開
催
で
き
る
よ
う
、
外
洋

東
海
、
外
洋
湘
南
と
も
に
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
。 

　

２
０
１
８
年
～
２
０
２
０
年
ま
で
の
間
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
お
よ
び
関
連
す
る
レ
ー
ス
が

江
の
島
で
開
催
さ
れ
る
予
定
が
あ
り
、
そ
の
影

響
で
向
こ
う
３
年
間
の
開
催
場
所
が
未
確
定
で

す
が
、
レ
ー
ス
の
時
期
か
ら
台
風
対
策
も
含
め

て
、
安
全
な
レ
ー
ス
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　

基
本
的
に
パ
ー
ル
レ
ー
ス
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
８
月
の
他
の
レ
ー
ス
・
イ
ベ
ン
ト
と
重
な

ら
な
い
よ
う
、
７
月
中
に
表
彰
式
も
終
了
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
次
回
の
パ
ー
ル
レ
ー
ス

は
、
17
年
７
月
27
日
に
出
艇
申
告
・
艇
長
会

議
、
７
月
28
日
に
ス
タ
ー
ト
、
７
月
30
日
に
表

彰
式
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
開
催
す
る
予
定

で
す
。 

（
第
57
回
パ
ー
ル
レ
ー
ス
実
行
委
員
委

員
長
・
河
内
道
夫
）

第 57 回パールレース

第 57 回パールレースは 51艇のエントリーがあり、
夏のレースを楽しもうとする外洋艇が三重県南伊勢町・五ヶ所湾に集まりました。

目指すのは、
どんな艇でも参加できるヨットレース

2016 年
7 月29 日～ 31 日

三重県南伊勢町
五ヵ所湾～神奈川県

藤沢市 江の島

恒例の前夜祭終了時の集合写真（写真提供／レース実行委員会）

IRC 部門の総合優勝は〈NOFUZO〉（写真提供／レース実行委員会）

大会サイト　http://pearl.toscrace.jp/13 J-SAILING VOL.112
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震
災
復
興

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
で
、リ
ア
ス
ハ
ー
バ
ー
宮
古
は
津
波
に
よ
り

甚
大
な
被
害
を
受
け
、
国
体
開
催
も
危
ぶ
ま
れ

る
状
況
で
あ
っ
た
。
津
波
の
浸
水
時
の
深
さ
は

地
上
よ
り
約
９
ｍ
余
り
に
も
な
っ
た
と
い
う
。

　

震
災
後
、
岩
手
県
及
び
宮
古
市
は
復
興
を
着

実
に
進
め
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、
艇
庫
を
新
設
し
て

国
民
体
育
大
会
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
を
開
催
す
る

運
び
と
な
っ
た
。

　

９
月
30
日
か
ら
計
測
が
ス
タ
ー
ト
し
、
10
月

1
日
の
午
後
か
ら
は
ト
ラ
イ
ア
ル
レ
ー
ス
が
行

わ
れ
た
が
、
風
も
弱
く
宮
古
湾
特
有
の
風
の
振

れ
が
大
き
く
、
海
上
運
営
本
部
の
レ
ー
ス
委
員

会
は
苦
労
し
て
い
た
。

大
会
1
日
目

　

10
月
２
日
か
ら
Ａ
海
面
は
成
年
男
子
４
７
０

級
、
Ｂ
海
面
は
成
年
男
子
国
体
ウ
イ
ン
ド
サ
ー

フ
ィ
ン
級
が
ス
タ
ー
ト
し
、
北
東
の
風
７
、８

ノ
ッ
ト
で
風
が
弱
く
大
き
く
触
れ
る
中
、
Ａ
海

面
は
予
定
ど
お
り
10
レ
ー
ス
、
Ｂ
海
面
は
８

レ
ー
ス
が
行
わ
れ
、成
年
女
子
、少
年
女
子
レ
ー

ザ
ー
ラ
ジ
ア
ル
級
以
外
は
各
種
目
２
レ
ー
ス
が

行
わ
れ
大
会
と
し
て
全
種
目
が
初
日
に
１
レ
ー

ス
以
上
実
施
で
き
、
大
会
は
成
立
し
た
。

大
会
２
日
目

　

10
月
3
日
、風
は
南
西
の
風
７
～
10
ノ
ッ
ト
で

風
の
振
れ
が
大
き
い
中
、Ａ
海
面
は
９
レ
ー
ス
、

Ｂ
海
面
は
７
レ
ー
ス
を
実
施
し
た
。
と
く
に
Ｂ

海
面
は
宮
古
湾
の
奥
で
風
が
弱
く
安
定
し
な
い

た
め
、
レ
ー
ス
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

状
況
と
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
大
会
３
日
目

は
成
年
女
子
・
少
年
女
子
の
レ
ー
ザ
ー
ラ
ジ
ア

ル
級
を
Ａ
海
面
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

大
会
4
日
目
（
最
終
日
）

　

大
会
4
日
目
の
最
終
日
10
月
５
日
も
風
が
弱

く
安
定
し
な
い
た
め
、成
年
女
子
Ｓ
Ｓ
級
、レ
ー

ザ
ー
ラ
ジ
ア
ル
級
、少
年
女
子
４
２
０
級
、レ
ー

ザ
ー
ラ
ジ
ア
ル
級
は
中
止
と
な
っ
た
。
こ
の
結

果
、
予
定
し
て
い
た
60
レ
ー
ス
中
、
56
レ
ー
ス

を
本
大
会
は
実
施
し
た
。

レ
ー
ス
観
戦
と
お
も
て
な
し
の
工
夫

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
レ
ー
ス
艇
に
取
付
け
レ
ー
ス
艇
の

航
跡
が
Ｐ
Ｃ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ホ
で
確

認
で
き
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
レ
ー
ス
が
観
戦

で
き
る
方
法
を
導
入
し
た
。
ま
た
、
併
せ
て
海

上
・
陸
上
か
ら
撮
影
を
行
い
、
臨
場
感
あ
ふ
れ

る
レ
ー
ス
内
容
を
解
説
付
き
映
像
で
会
場
に
流

し
、
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
を
少
し
で
も
市
民
に
理

解
し
て
も
ら
う
「
イ
ベ
ン
ト
事
業
」
と
し
た
。

　
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
レ
デ
ィ
ー
ス
委
員
会
の
無
料
託
児

所「
チ
ャ
イ
ル
ド
ル
ー
ム
」は
、
選
手
か
ら
安

心
し
て
大
会
に
出
ら
れ
る
と
喜
ば
れ
、
メ
デ
ィ

ア
か
ら
も
注
目
さ
れ
新
聞
で
報
道
も
さ
れ
た
。

　

ま
た
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
環
境
委
員
会
が
実
施
し
た
不

要
に
な
っ
た
セ
ー
ル
を
再
利
用
し
て
バ
ッ
ク
を

作
る
「
エ
コ
バ
ッ
ク
の
製
作
」
に
は
多
く
の
市

民
が
親
子
連
れ
で
参
加
し
て
い
た
。

　

お
も
て
な
し
コ
ー
ナ
ー
で
は
宮
古
市
郷
土
料

理
「
ひ
っ
つ
み
汁
」「
秋
刀
魚
つ
み
れ
汁
」
が

振
る
舞
わ
れ
長
蛇
の
列
が
で
き
た
。

天
皇
杯
・
皇
后
杯
成
績

　

男
女
総
合
成
績
天
皇
杯
、
女
子
総
合
成
績

皇
后
杯
と
も
山
口
県
が
総
合
優
勝
し
、
岩
手
県

は
天
皇
杯
7
位
、
皇
后
杯
は
8
位
の
成
績
を

収
め
た
。

震
災
後
の
国
体
開
催
の
お
礼

　

大
震
災
に
よ
り
一
時
は
国
体
開
催
を
中
止
及

び
縮
小
す
る
こ
と
な
ど
が
日
体
協
で
検
討
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、「
東
日
本
大
震
災
復
興
の

架
け
橋
」
と
し
て
岩
手
県
民
が
一
丸
と
な
っ
て

「
２
０
１
６
希
望
郷
い
わ
て
国
体
」
を
開
催
で

き
ま
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
岩
手
県
、
宮
古
市

実
行
委
員
会
、
岩
手
県
ヨ
ッ
ト
連
盟
を
始
め
地

元
関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。（
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
国
体
委
員
会
副
委
員
長
／

森
信
和　

写
真
提
供
筆
者
）

第 71 回国民体育大会セーリング競技会

第 71 回国民体育大会「2016 希望郷いわて国体」セーリング競技は、
「広げよう感動。伝えよう感謝。」をスローガンに 10 月２日～５日、
宮古市の「リアスハーバー宮古」で開催された。岩手県で昭和 45 年以来 46 年ぶりに開催する国体だ。

広げよう感動。伝えよう感謝。
2016 年

10 月 2 日～ 5 日
岩手県宮古市

リアスハーバー宮古

「エコバックの製作」には多くの市民が親子連れで参加した無料託児所「チャイルドルーム」は好評だった

会場で解説付き映像を流すためにスタッフは奮戦

大会サイト　http://www.city.miyako.iwate.jp/shogai/kokutai_susin 14J-SAILING VOL.112



江ノ島オリンピックウィーク2016

2016 年 10 月 13 日～ 16 日にかけて、
江ノ島オリンピックウィークが神奈川県・江ノ島で行われました。
16 カ国から 180艇以上の参加を得て一気に国際レースになり、
2020 年へ向けて新たなスタートを切りました。
レースにはエントリーせず、
東京五輪のセーリング競技会場の下見を目的としてやってきた
デンマーク、アイルランド、オーストラリアなどもいました。

一気に国際レースに変貌

　

ハ
ー
バ
ー
内
の
ヨ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
の
廊
下
や
ロ

ビ
ー
は
海
外
か
ら
の
選
手
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。
２
０
１
６
年
以
降
、
日
本
で
は
数
多
く
の

セ
ー
リ
ン
グ
競
技
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す

が
、
ジ
ュ
ニ
ア
、
ユ
ー
ス
の
選
手
が
ト
ッ
プ
選

手
と
同
じ
レ
ー
ス
に
出
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

江
ノ
島
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ウ
ー
ク
だ
け
。し
か
も
、

Ａ
Ｓ
Ａ
Ｆ
（
ア
ジ
ア
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
）
カ
ッ

プ
の
１
戦
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
も
活
発

な
レ
ー
ス
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　

10
ク
ラ
ス
の
優
勝
者
は
６
カ
国
の
選
手
で
構

成
さ
れ
ま
し
た
。 

４
７
０
男
子 

　

優
勝
し
た
の
は
今
村
亮
／
外
薗
潤
平
チ
ー

ム
、
２
位
は
磯
崎
哲
也
／
高
柳
彬
チ
ー
ム
で
、

こ
の
２
チ
ー
ム
は
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー

ム
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。
４
７
０
の
ジ
ュ
ニ

ア
ワ
ー
ル
ド
が
２
０
１
７
年
8
月
に
江
ノ
島
で

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

４
７
０
女
子 

　

１
位 Sophe W

eguelin / Eilidh M
cin

tyre （
イ
ギ
リ
ス
）、 ２
位 W

ang X
iaoli / Li

zhu H
uang

（
中
国
）、 

３
位Shasha Chen

／H
aiyan Gao

（
中
国
）と
、
外
国
勢
が
表
彰

台
を
独
占
し
ま
し
た
。
一
方
、
今
回
レ
ー
ス
に

参
加
し
な
か
っ
た
吉
田
愛
選
手
は
、
東
京
五
輪

を
目
指
し
て
活
動
を
継
続
す
る
と
の
こ
と
で
し

た
。 

R
S
：
Ｘ
男
子 

　

Ｒ
Ｓ
：
Ｘ
世
界
選
手
権
が
２
０
１
７
年
９

月
に
江
ノ
島
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
今

回
、
江
ノ
島
の
海
を
走
っ
た
海
外
選
手
は
大

き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
に
な
る
で
し
ょ
う
。

１
位
と
な
っ
た
の
は
オ
ラ
ン
ダ
のK

iran 
Badloe

。 K
ieran H

olm
es- M

artin

と

T
om

 Squires
の
２
人
の
英
国
人
選
手
を
抑

え
て
の
優
勝
で
す
。 

R
S
：
Ｘ
女
子 

　

T
uuli Petaja-Siren

（
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
）
が
わ
ず
か
１
ポ
イ
ン
ト
差
で Isobel 

H
am

ilton

（
イ
ギ
リ
ス
）
を
か
わ
し
て
優
勝

し
ま
し
た
。
日
本
の
小
嶺
恵
美
が
３
位
で
す
。 

レ
ー
ザ
ー 

　

レ
ー
ザ
ー
は
1
位 M

att W
earn

（
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
）、2
位 Lorenzo Chiavarini

（
イ

ギ
リ
ス
）、3
位 Christopher Barnard

（
ア

メ
リ
カ
）
と
3
カ
国
で
ト
ッ
プ
3
を
分
け
合
い

ま
し
た
。 

レ
ー
ザ
ー
ラ
ジ
ア
ル 

　

中
国
のD

ongshuang Zhang

が
優
勝
。

彼
女
は
リ
オ
五
輪
の
中
国
代
表
に
は
な
れ
ず
、

早
く
か
ら
２
０
２
０
東
京
に
照
準
を
当
て
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
リ
オ
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト

M
arit Bouw

m
eester

（
オ
ラ
ン
ダ
）が
２
位
。

３
位
は
中
国
のM

in Gu

で
す
。
ロ
ン
ド
ン

＆
リ
オ
五
輪
日
本
代
表
の
土
居
愛
実
選
手
は
大

学
が
忙
し
く
、
リ
オ
以
降
セ
ー
リ
ン
グ
し
た
の

は
た
っ
た
の
1
日
。
大
学
卒
業
後
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
活
動
を
加
速
さ
せ
ま
す
。 

49 

er  

　

イ
ギ
リ
ス
、
オ
マ
ー
ン
、
日
本
の
３
カ
国

６
艇
の
戦
い
。
オ
マ
ー
ン
は
自
艇
を
持
ち
込

ん
で
の
参
加
で
し
た
。D

ylan Fletcher / 
Stuart Bithell

（
イ
ギ
リ
ス
）
が
優
勝
。
２

位
に
は
高
橋
稜
・
小
泉
維
吹
が
入
り
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル
チ
ー
ム
入
り
を
確
定
さ
せ
ま
し
た
。 

49 

er
F
X 

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
１
艇
、
日
本
２
艇
の
３
艇

で
の
戦
い
で
し
た
。
優
勝
は
波
多
江
慶
／
板

倉
広
佳
、
２
位K

im
berly Lim

 / Cecilia 
Low

、
３
位
松
苗
幸
希
／Y

uri Saito

で
し

た
。 

４
２
０ 

　

23
艇
で
競
わ
れ
た
こ
の
ク
ラ
ス
で
す

が
、
唯
一
の
外
国
チ
ー
ム
、
マ
レ
ー
シ
ア
の

M
uham

ad U
zair A

m
in / M

ohd Y
usof

が
優
勝
し
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
水
域
で
普
及
し
て

い
る
こ
の
ク
ラ
ス
、
江
ノ
島
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ウ
ィ
ー
ク
に
も
っ
と
も
っ
と
参
加
艇
が
増
え
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

レ
ー
ザ
ー
４
・
７ 

　

日
本
の
18
艇
（
女
子
８
艇
、
男
子
10
艇
）
で

競
わ
れ
ま
し
た
。
１
位
は
菅
沼
汐
音
（
女
子
）、

２
位 

須
河
内
翔
、
３
位 

桐
井
航
汰
が
ト
ッ
プ

３
で
し
た
。 

　

２
０
１
７
年
の
江
ノ
島
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ウ
ィ
ー
ク
は
、
蒲
郡
の
セ
ー
リ
ン
グ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
後
の
10
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。
そ
の
頃
に
は
江
ノ
島
の
施
設
も
さ
ら
に
充

実
し
て
い
る
予
定
。
前
述
の
４
７
０
ジ
ュ
ニ
ア

ワ
ー
ル
ド
（
８
月
）、
Ｒ
Ｓ
：Ｘ
ワ
ー
ル
ド
（
９

月
）
を
控
え
、
さ
ら
に
江
ノ
島
は
賑
や
か
に
な

り
ま
す
。（
レ
ポ
ー
ト
／
齋
藤
愛
子
）

2016 年
10 月 13 日～ 16 日

神奈川県・江ノ島

大会サイト　http://www.jeow.org/

2016 ENOSHIMA OLYMPIC WEEK © JUNICHI HIRAI / BULKHEAD magazine JAPAN
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思
い
出
作
り
の
お
手
伝
い
が

で
き
る
よ
う
に
…
…

　

参
加
艇
は
常
連
参
加
の
〈
１
１
２
２
ト
レ
ッ

キ
ー
〉（
ミ
ュ
ワ
ー
40
）、〈
ベ
ン
ガ
ル
７
〉（
ハ

ン
フ
リ
ー
54
）、
新
艇
で
の
参
加
〈
マ
ン
デ
ー

ナ
イ
ト
〉（
ク
ラ
ス
40
）
の
３
艇
と
初
参
加
の

〈
ジ
ョ
ー
カ
ー
〉（
Ｘ
41
）
及
び
〈
有
朋
丸
〉（
ベ

ネ
ト
ウ
フ
ァ
ー
ス
ト
34
・
７
）
に
よ
る
レ
ー
ス

と
な
っ
た
。

　

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
は
宜
野
湾
マ
リ
ー
ナ
を
出

て
す
ぐ
の
所
だ
が
、
ス
タ
ー
ト
当
日
は
前
夜
か

ら
北
西
の
冷
た
い
風
が
吹
き
続
き
、
７
～
８

メ
ー
ト
ル
の
風
と
２
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
う
ね
り

が
あ
り
、本
部
船
の
固
定
に
苦
労
し
た
も
の
の
、

全
艇
４
月
29
日
12
時
に
予
定
ど
お
り
ク
ロ
ー
ズ

ホ
ー
ル
ド
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

ま
ず
は
タ
ッ
ク
を
繰
り
返
し
残
波
岬
に
向
い

伊
江
島
の
間
を
通
り
抜
け
る
。
大
き
さ
の
順
に

〈
ベ
ン
ガ
ル
７
〉、
40
フ
ィ
ー
ト
の
3
艇
、〈
有

朋
丸
〉
と
い
う
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
走
る

形
と
な
っ
た
。

　

与
論
島
か
ら
徳
之
島
の
間
は
全
艇
が
微
風
に

つ
か
ま
り
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
と
な
る
が
、
そ
の
後

ラ
ム
ラ
イ
ン
を
順
調
に
走
る
。〈
ベ
ン
ガ
ル
７
〉

が
93
時
間
ほ
ど
で
走
り
切
り
ラ
イ
ン
オ
ナ
ー
で

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
す
る
。

　

そ
の
頃
40
フ
ィ
ー
ト
ク
ラ
ス
の
３
艇
は
80

マ
イ
ル
ほ
ど
後
方
の
熊
野
沖
を
、
ま
た
そ
の

１
０
０
マ
イ
ル
後
方
の
室
戸
岬
沖
を〈
有
朋
丸
〉

が
続
く
。
そ
の
後
３
艇
の
中
か
ら
〈
マ
ン
デ
ー

ナ
イ
ト
〉が
抜
け
出
し
て
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
た
。

　

後
続
の
〈
ジ
ョ
ー
カ
ー
〉
と
〈
ト
レ
ッ
キ
ー
〉

は
神
島
付
近
か
ら
シ
ョ
ー
ト
レ
ー
ス
の
よ
う
な

激
し
い
競
り
合
い
を
展
開
し
た
が
、
７
分
ほ
ど

差
を
つ
け
た
〈
ジ
ョ
ー
カ
ー
〉
に
軍
配
が
上
っ

た
。
こ
の
頃
の〈
有
朋
丸
〉の
位
置
は
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
ま
で
１
１
５
マ
イ
ル
ほ
ど
の
串
本
の
沖
合

あ
た
り
だ
っ
た
。

　

４
日
の
未
明
頃
か
ら
大
型
低
気
圧
が
〈
有
朋

丸
〉
を
巻
き
込
む
よ
う
に
通
過
し
た
が
、
レ
ー

ス
本
部
の
心
配
を
よ
そ
に
、
そ
れ
を
モ
ノ
と
も

せ
ず
無
事
に
大
荒
れ
の
海
を
走
り
切
り
１
２
２

時
間
49
分
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
た
。

　

７
２
０
マ
イ
ル
の
レ
ー
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
の
艇

で
さ
ま
ざ
ま
な
忘
れ
ら
れ
な
い
ド
ラ
マ
が
あ
っ

た
に
違
い
な
い
が
、
何
よ
り
も
全
艇
無
事
に

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
で
き
た
こ
と
を
関
係
者
の
皆
様

と
共
に
喜
び
、
こ
の
レ
ー
ス
に
協
力
い
た
だ
い

た
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
実
行
委
員
会
で
は
参
加
者
の
皆
様
の

思
い
出
作
り
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
レ
ー
ス

実
行
委
員
長
／
大
島
茂
樹
）

沖縄－東海ヨットレース 2016

本レースの公示発表の時点、参加艇数が読めない中、
実行委員会としてはレースの継続開催を第一目標とし、
大会開催条件に艇数制限を設けず船出をしました。
参加艇数は前回の 13 艇から 5 艇という大幅な減少になり、経費面では厳しい状況でしたが、
知恵を出し合いながら「実行委員会丸」も何とかフィニッシュすることができました。

〈Joker〉が優勝！
2016 年

4月29日～5月８日 
沖縄県宜野湾市

宜野湾港マリーナ沖～
愛知県蒲郡市

ラグナマリーナ沖

沖縄－東海ヨットレース 2016 成績
Line Hornor 賞 〈KLC Bengal ７〉 3d 21h 24m 34s
Best Amateur 賞 〈有朋丸〉　　　　 5d 2h   49m 54s
優勝　　　　 〈Joker〉　　　 　 4d 6h   55m 31s
準優勝　 〈1122 TREKKEE〉 4d 7h   2m   36s
３位 〈Monday Night〉 4d 4h   40m 39s

沖縄－東海ヨットレース 2016 のスタート後の１シーン　©Kazushige Nakazima

　JSAF はアジア人として初めて Vendee　Globe
（単独無寄港無補給世界一周ヨットレース）に挑戦し
た白石康次郎さんを応援していました。
　白石さんは 2016 年 11 月 6 日にフランスのレ・サー
ブル・ドロンヌを順調にスタートしたものの、12 月
4 日、南緯 40 度、東経 15 度 付近を帆走中に突然の
マストトラブルに見舞われました。
　当時は 45 ノット近くの風が吹いており、３ポイン
トリーフとステイスルという状態でした。突然、艇外
で異音がしたのでキャビンから外へ出て空を見上げる
と、マストが折れていました。大きな衝撃があったわ

けでも、すごい突風が吹いたわけでもなく、何の予兆
もなく折れてしまった、という状況だったのことです。
　幸い白石さんにケガはなく、しかしこの状態では
レースを続行するのは不可能と判断し、ジュリーリグ
をセットし、最も近い港である南アフリカのケープタ
ウンへ向かい、最終的にレースからのリタイアを決定
したとのことです。
　今回は残念な結果となりましたが、白石さんは早く
も 2020 年大会の挑戦を視野に置き、活動を開始して
いるそうです。

（J-SAILING 編集部）

Vendee Globe
白石康次郎さん
惜しくもリタイア

小笠原ヨットレース、12年ぶりに復活！

セーリングワールドカップが
日本で開催 !
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　小笠原ヨットレースが 2017 年のゴールデンウ
イークに復活することになりました（主催：JSAF
外洋三崎）。前回の開催は 2005 年で、実に 12 年ぶ
りのレースとなります。
　小笠原諸島の父島二見湾をスタートし、本州に向
かって北上、三浦半島小網代沖をフィニッシュとす
る 500 マイルの長旅です。コースの大半を占める
父島から八丈島までのエリアに島はなく、見渡す限
りの大海原。外洋ヨットならではのセーリングの醍
醐味を感じることのできる、文字通りの「オフショ
ア」ロングレースといえます。
　2018 年に小笠原は返還 50 周年を迎えますが、本
レースは「小笠原諸島返還 50 周年記念事業」の一

　国際セーリング連盟（ワールドセーリング）と
JSAF（日本セーリング連盟）が主催するセーリン
グワールドカップの日本大会が 2017 年、18 年、
19 年、20 年に蒲郡と江ノ島でで開催されます。
　競技種目はオリンピック種目の 470 級、49er 級、
49er FX 級、レーザー級、レーザーラジアル級、
RS:X 級、ナクラ級、フィン級そしてパラリンピッ
ク種目の２．４クラスの９艇種 13 種目です。
　過去の実績から、各大会とも 30 カ国、370 艇、
300 ～ 420 人ほどの参加規模になると推測されてい
ます。また、2020 年は７月に神奈川県江ノ島での
開催が予定されており、オリンピック開催を間近に
控える時期とあって多くの選手がやってくると予想
されます。

つとして位置付けられています。体験セーリングな
ど、島の人たちも一緒になって楽しめるイベントを
多数準備しています。また、レース艇には、独自に
開発を進めている「トラッキングシステム」を搭載
し、レース中は、ほぼリアルタイムで陸上でもレー
スを楽しめるようになる予定です。
　海外から 100ft マキシもエントリーという情報も
あり、盛り上がりを見せることは間違いありません。

（小笠原ヨットレース実行委員会）

●日程
5 月 2 日　父島・二見湾スタート
※ 1 日に前夜祭（父島）、7 日に表彰パーティ（三浦）
を開催予定。タイムリミットは設けない。
●コース
父島・二見湾→三浦半島・小網代沖（500 マイル）
●部門
IRC、ORC（いずれもフルクルークラスとショー
トハンドクラス）

問い合わせ先
小笠原ヨットレース 2017 実行委員会
E-mail: 2017ogasawara@misaki-ocean.jp
http://ogasawara.yacht-race.jp/
https://www.facebook.com/ogasawara2017/

　ワールドカップの日本開催は選手強化という目的
はもとより、レース運営スタッフを実践の場で育て
るという目的があり、そしてセーリングというス
ポーツ競技を広く一般の方々に知っていただく絶好
の機会です。
　そしてこのワールドカップ日本大会を成功させる
ためには当該クラス協会、開催地の県連盟、ヨット
関係者、県・市などの行政担当者、スポンサー、ボ
ランティアのご支援、ご協力が不可欠です。
　すでにボランティアにはおよそ 600 人の方々に
ご登録いただき、運営に欠かせないインフレタブル
ボートのご提供の申し出もいただいておりますが、
さらなる皆様のご協力を仰ぐ次第です。（JSAF オ
リンピック・パラリンピック準備委員会）

ワールドカップ日本大会開催予定
2017 年　10 月 15 日～ 22 日　　
愛知県蒲郡市豊田自動織機海陽ヨットハーバー
2018 年　10 月　
神奈川県藤沢市江ノ島ヨットハーバー
2019 年　10 月　　　　　　　　　　　
神奈川県藤沢市江ノ島ヨットハーバー
2020 年　　7 月　　　　　　　　　　　
神奈川県藤沢市江ノ島ヨットハーバー

小笠原ヨットレース2017のポスター 

2017 セーリングワールドカップ（マイアミ
大会）の 470 級男子で銀メダルとなった磯
崎哲也・高柳彬チーム。日本大会でもこんな
シーンが見られそうだ Ⓒ Pedro Martinez/
Sailing Energy/World Sailing

小笠原ヨットレース、12年ぶりに復活！

セーリングワールドカップが
日本で開催 !

（株）セイルス・バイ・ワッツ・ジャパン
本社ロフト

〒 神奈川県三浦市向ヶ崎町
電話： ：

関西営業所
〒 兵庫県西宮市西波止町

マリンスクエア
電話 ：

クァンタム・セイルズ

冬期キャンペーン実施中
年 月末まで

新規セイル、セイル修理、ロープ＆艤装品、
マストを含むリグメンテナンス等。

お気軽にご相談下さい。

2017 Quantum Key West Race Week 
・TP52 – 1, 2  
・J/111 – 2  
・J/70   – 2  
・C&C 30   – 1,2,3  
・J/88   – 1,3  

上位 艇含む 艇使用  

・ORC   – 3  

業界最高峰の圧着技術を用い、
驚くほどの長寿命と、

安定したスピードを約束します。
テクノロジー が艇種を問わず

最適なセイルシェイプを作り上げます。

2016 Melges32 世界選手権
・1, 2  2年連続優勝  

2016 Farr 40 OD 世界選手権
2年連続優勝  ・1, 2, 3, 4  

他多数

2016 Maxi72 世界選手権
・1  
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日本と世界の海の最新情報
ヨット・モーターボートの雑誌

http://www.kazi.co.jp/
https://www.facebook.com/kazi1932

●A4判／208～224ページ  ●定価：本体1,048円＋税

●全国書店でお買い求めいただくか、弊社販売部まで、ご注文ください。

お問い合わせ：舵社 販売部
〒105-0013 東京都港区浜松町1-2-17 ストークベル浜松町3F

TEL 03-3434-4531

毎月

発売5日
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〒105-0013 東京都港区浜松町1-2-17 ストークベル浜松町3F

TEL 03-3434-4531

毎月

発売5日



J-SAILING 2016年度版イヤーブックをお届けします。2016年度は本誌掲載のように
様々なレースが行われましたが、2017年度もワールドカップをはじめ、東京オリンピックに
向けて多くの国際レースが日本で開催されます。また、6月にはアメリカズカップも行われま
す。ビッグイベントが目じろ押しの2017年度ですが、セーリングを安全に楽しみましょう。

リオデジャネイロ選手強化 協賛社

環境キャンペーン 協賛社 外洋キャンペーン 協賛社
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平成28年度賛助会員

東京夢の島マリーナ
スバル興業（株）

関西ヨットクラブ

ラジエ工業(株)

株式会社 宅配
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